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研究成果の概要（和文）：子宮内膜症は生殖年齢の女性の3-10%に発生するホルモン依存性の良性疾患である。子宮内
膜症病変は、月経周期に伴って出血、凝血、吸収を繰り返して瘢痕化し、病態が進行する。子宮内膜症による腹腔内の
瘢痕形成は、不妊症や慢性骨盤痛等の原因の1つとなる。我々は本研究において、子宮内膜症における瘢痕化の実験モ
デルを確立し、瘢痕化のメカニズムの解明と、瘢痕化を抑制する薬物療法の開発を行った。

研究成果の概要（英文）：Endometriosis, a disease affecting 3-10% of women of reproductive age, is 
characterized by the ectopic growth of endometrial tissue. Histologically, this disease is characterized 
by endometrial gland and stroma with surrounding dense fibrous tissue. During the development of 
endometriotic lesions, excess fibrosis may lead to scarring and to alteration of the tissue function. To 
understand the pathogenesis of endometriosis, we established an in-vitro model of 
endometriosis-associated fibrosis. We found that the activation of the phosphatidylinositol-3 
kinase-Akt-mammalian target of rapamycin-mediated signaling pathway is involved in this mechanism. We 
also evaluated some agents that act on this signaling pathway for the medical treatment of endometriosis.

研究分野：子宮内膜症
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１．研究開始当初の背景 
子宮内膜症は全女性の 3-10%に発生し、慢性
骨盤痛、月経痛、性交痛や不妊などの症状を
呈するエストロゲン依存性の良性疾患であ
る。そのため子宮内膜症患者の quality of 
life は著しく低下する。子宮内膜症は年々増
加しているが、その病態形成の機序は未だ不
明である。 
また、現行の薬物療法は副作用や高い再発
率の点で問題があり、新しい薬物療法の開発
が求められている。 
 
２．研究の目的 
子宮内膜症病変は、月経周期に伴って出血、
凝血、吸収を繰り返して瘢痕化し、病態が進
行する。これまでに腹水や子宮内膜症病変、
子宮内膜症を合併した正所性子宮内膜と子
宮内膜症を認めない正常子宮内膜との相違
について、遺伝子発現や細胞機能の観点から
様々な検討が行われてきたが、その病因、病
態形成のメカニズムに関しては未だ不明な
点が多い。 
本研究では、我々が確立した子宮内膜症間
質細胞のコラーゲンゲル3次元培養法を用い
て、子宮内膜症における瘢痕化の治療薬とし
て の Phosphatidylinositol-3 kinase 
(PI3K)-Akt-mammalian target of rapamycin 
(mTOR) pathwayを標的とする薬剤の有用性に
ついての検討を行う。 
本研究により、子宮内膜症における瘢痕化
のメカニズムの解明、さらには子宮内膜症に
おける瘢痕化を抑制する新しい薬物療法の
開発が進むことが期待される。 
 
３．研究の方法 
1) 子宮内膜症組織および正常子宮内膜組織
の採取 
 卵巣子宮内膜症性嚢胞に対する手術時に、
患者より文書による同意を得て子宮内膜症
組織を採取する。また、子宮筋腫の手術時に、
患者より文書による同意を得て正常子宮内
膜症組織を採取し、対照群とする。なお、本
研究計画の内容を含む我々の研究は、平成22
年7月に大分大学医学部ヒトゲノム研究倫理
審査委員会の審査に基づく許可（許可番号：
P-10-04）を受けている。採取した組織から、
以下の方法で間質細胞を分離する。 

2) 子宮内膜症間質細胞および正常子宮内膜
間質細胞の分離・培養 
 採取した子宮内膜症組織および正常子宮
内膜組織より、子宮内膜症間質細胞および正
常子宮内膜間質細胞を分離・培養し(Nishida 
et al., 2004)、以下の実験を行う。 

3) コラーゲンゲル3次元培養法およびゲル
コントラクションアッセイ 
 単層培養した子宮内膜症間質細胞を、子宮
内膜症における瘢痕形成の実験モデルとし
て我々が確立したコラーゲンゲル3次元培養
法(Matsumoto et al., 2005; Yuge et al., 

2007)により培養する。血清存在下での36-48
時間の培養により、浮遊状態のコラーゲンゲ
ルは強く収縮する。収縮したコラーゲンゲル
を写真撮影し、画像解析を行ってコラーゲン
ゲルの表面積を測定することにより、
contractilityを定量化する。 

4）PI3K-Akt-mTOR pathwayを標的とする薬剤
についての検討 
PI3K-Akt-mTOR pathway を標的とする薬剤
を子宮内膜症間質細胞のコラーゲンゲル3次
元培養に添加し、コラーゲンゲルの収縮抑制
効果について評価する。特に、mTOR の阻害剤
であるrapamycinは抗癌作用を有する分子標
的薬としてすでに臨床応用されているため、
有望と考えられる。 
 
４． 研究成果 
我々は、子宮内膜症における瘢痕形成の実
験モデルとして、コラーゲンゲルを用いた3
次元培養を子宮内膜症間質細胞の培養系に
導入し、子宮内膜症の瘢痕形成の過程におけ
る組織収縮を定量化する方法として、
collagen gel contraction assayを確立した
(Yuge et al., Hum Reprod 2007)。その結果、
子宮内膜症間質細胞は正常子宮内膜間質細
胞より強くコラーゲンゲルを収縮させるこ
とが分かった。この現象は子宮内膜症間質細
胞では正常子宮内膜間質細胞に比べてα
-SMAを発現する筋線維芽細胞への分化が著
明であること、Ras homology (Rho) A、
Rho-associated coiled-coil-forming 
protein kinase (ROCK)-IおよびROCK-IIの発
現が増強し、Rho-ROCK pathwayが活性化して
いるためと考えられた。 
本研究では、PI3K-Akt-mTOR pathwayに対
して作用する薬剤について、子宮内膜症によ
る瘢痕化に対する治療薬としての可能性を
検討した。PI3K阻害剤としてwortmanninおよ
びLY294002、Akt阻害剤としてAkt inhibitor 
IV、mTOR阻害剤としてKu-0063794を用いた。 
その結果、いずれの薬剤も子宮内膜症間質
細胞のcontractilityを抑制することが明ら
かとなった(Abe et al., 2015)。現在、これ
らの薬剤の作用機序について、詳細に検討を
行っている。 
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